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1.総合学習における個が生きる授業の評価

総合学習は,教科・領域に分けることができない,一つのまとまりとして指導していく学習とし

て構成している。総合学習では,次のようなねらいを設定している。

①多様な集団の中で,.様々な人間関係を持ち,その中で自己表現,自己承認,仲間作りをさせる。

②生活の中での実践,生活への応用でさらに定着を図るとともに,生活経験を広げ豊かにさせるこ

③学校生活で不足しがちな,自然へのかかわり,物を作る,育てるという楽しみを経験させる。

これらのねらいのもとに本学級では,1年生から6年生までの児童を学習集団として総合学習を展

開していくことが多い。そこでは,学年による経験差を生かして,学習を構成していくといったこ

とが可能である。

しかし,一方では発達の段階により,あるいは経験差により,個人差の大きな集団となる。総合

学習での活動で身につけた力が確かに生活に生きて働く力となっていくためには,それぞれの児童

の実態が的確に把握され,学習が展開されていくことが重要である。そのために,個別理解(障害

の状態,発達の段階,興味・関心,生活経験,対人関係など多方面からの理解)と個別理解に基づ

く指導内容・方法を決定することが考えられる。

さらに,総合学習では,毎年同じような活動を行っていくことから,経験の単純な繰り返しにな

らないよう留意しなければならない。すなわち,単元全体における評価の視点を明確にした上で,

活動を計画していくことが必要であると思われる。

2.実践事例　「パン工場」

(1)単元について

学校給食や家庭で食べているパンは,子どもたちにとって「どこからくるのだろう」「何がはい

っているのだろう」という興味や関心を抱かせるものである。これらの興味・関心に基づき,ノペン

工場の見学を行うことによって,パン工場で働く人々のようす,パン工場には大きな機械があるこ

と,工場でたくさんのパンができていることなどを知らせていくとともに,自分たちもパンを実際

に作ることで,生活経験をより豊かなものとすることができると考え,本単元を設定した。また,

本単元では,できたパンをそれぞれの家族や,縦割グループの担当の先生方,同じ学年の先生方に

持っていくことで,コミュニケーションの広がりもねらっていくものである。

(2)児童の実態

本単元の内容に関する児童の実態は,パン工場見学に関わるもの(社会的認識),パン作りに関

わるもの(知識・技能),コミュニケーションに関わるものから捉えていく。1年生から6年生ま

での実態を見ると,体験したことについて自分の興味あることにのみ体験したその時に関心を示す

児童,体験を予想し,いくつかの体験をつなげ,想起することができる児童まで能力差や経験差は

大きい。また,コミュニケーションについても,学級担任のみと関係をもっている児童から学校内

の教職員との関係をもっている児童と学年による差もある。単元を展開するにあたっては,これら

の実態から個別の課題を設定していく。

(3)指導目標
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①　パン工場見学をすることにより,パンができるまでの理解を図るとともに,興味・関心を深

めさせる。

②　パン作りを通して,自分たちで作る楽しさを味わわせる。

③　パンを届けることによって,人とのかかわりを深めさせる。

(4)指導内容と計画…9(低・中)13(高)時間と1日
第一次(低・中2・高4と1日)

※　学年による経験差を生かした活動を設定したため,高学年の時数が多いもの。

(5)指導の実際

①第一次　パン工場を見学する。

く導入〉

給食のパンがどのように運ばれてくるかを見に行く。たくさんのパンがあること,パンはトラッ

クで運ばれてくること,パンが給食室で作られていないことを確認した。以前にパン工場見学をし

たことのある高学年児童から,「パンは工場でできている。」「パン工場にいってみよう。」といっ

たことが出てきた。

く見学の事前調べ〉

パン工場を見学することになり,パン工場がどこにあるのか,パン

工場へはどのようにしていったらよいのかを高学年児童が調べる活動

を設定した。まず,電話番号案内104番でTパン工場の電話番号を

調べ,Tパン工場へ電話でどのようにしていったらよいかを問い合わ

せた。そこで学校近くのM駅からA駅までJRを利用して行けばよい

ことが分かった。次に,A駅の電話番号を調べ,・M駅からA駅までの

運賃を問い合わせた。このように調べたことと,これまでの総合学習

「校外学習」の経験から,児童が図1のような学習プリントを作成し,

低学年・中学年児童に知らせる時間を設けた。

くパン工場見学〉

高学年児童の事前調べをもとに,M駅からJRを

利用してパン工場見学に行った。駅では自動券売機

で各自が切符を買うようにした。A駅に着くと,T

パン工場のマークを目印に歩いて行った。パン工場

では,パンの材料,パン作りの工程などについての

ビデオ視聴をした後,工場内の見学を行った。

くパン工場ニュース〉
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/くン工場見学をした時の写真を手がかりにして,　　　図1パン工場見学のプリント

ノ1ン工場に行ったことについてのニュ∴スを書いた。書いたニュ⊥スは,それぞれかかわりのある
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先生のところに持って行き読んでもらったり,教室の前にある掲示板に掲示した。

②第二次　パン作りをする。

く導入〉

パン工場見学の翌日,指導者の作ったパンを試食t,パンの材料を見学をもとに確認した。以前

に行った調理活動の経験から,児童になじみのある小麦粉,ノミタ一,砂糖,ミルクが分かった。さ

らにパンを作った経験のある高学年児童は,イーストという名称も覚えていた。また見学の際のパ

ン作りのパンフレットを見ながら,混ぜる,こねる,発酵させる,丸める,焼くといった工程も確

認した。

く材料・用具の準備〉

高学年児童が,パン作りの材料を分担して買物に行き,指導者が示した分量を量ってパン作りが

できるよう準備する活動を行った。

くパン作り〉

パンの材料を機械に入れ,混ぜたりこねたりした。こねたパンの生地をさわって感触を確かめ,

発酵させた。ここまでは,機械を利用して行った。発酵したパンの生地を,各自が丸め,さらに発

酵させた。発酵したら大きくなることを確かめるため,ひとりひとりが自分の容器に入れるように

した。

発酵したパン生地をオーブンに入れて焼き,焼き上がったパンを食べた(オーブンは,指導者の

指示により児童が操作)。また,焼き上がったパンを月常かかわりのある先生に持って行った。

くパン/く-ティー〉

低・中・高学年合同でのパン作りの後,各学年毎にパンパーティーを行った。これは,パンを作

るという意識から,家族,かかわりのある先生,とパンを作る段階から食べてもらう相手を意識で

きるように設定した。学年によって作るパンの種類を変えたり,食べてもらう対象を広げていった。

(6)展開例　第二次　第4時(低・中学年),第5時(高学年)

①本時の目標

○できたパンを校内の先生方に持っていくことができる。

○パンの生地を焼くとパンができることが分かる。

②目標行動

目　　　　　　 標　　　　　　 行　　　　　　 動 児　　 童

理パ

解 ン

作

り

の

見学 して きた ことや経験を基にパ ンを 「焼 くこと」が言える。 ⑲⑫⑬⑲

指導者や友だちの話を聞いて, パ ンを 「焼 くこと」が言える。 ④⑤⑥⑦⑧
⑪⑮

指導者 の言葉かけや援助によってパ ンを焼 くことができる。 ①②③⑨

人

と

の

か

か

わ

り

手がか りな しで, パ ンを持 って行きたい先生の名前が言え, 持 って行 くこ ⑧⑲⑫
とができる。 ⑬⑲⑮

写真や指導者 の言葉かけを手がか りにパ ンを持 って行 きたい先生の名前が ④⑤⑥(む
が言え, 持 って行 くことがで きる。

指導者の言葉かけでかかわ りのある先生にパ ンを持 って行 くことができる ⑨

指導者の言葉かけや援助で担任の先生にパ ンを持 って行 くことができる。 (D ②③
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③準備物

パン生地,ドリール(パンの上に塗るもの),電気オーブン,写真カード(初等教育52号参照)

④学習の展開

学　 習　 過　 程 予想 され る活動
指　 導　 上　 の　 留　 意　 点

全　　　　 体 個　　　　 別

始 ま りの挨拶 を ○ 児②③⑨ は, 席 に 1.0 学 習 の始 ま りとし 1.0 号令 は当番 の児 ③
1 . 座 り続け る ことが難 ' て毎時間位 置づけ る。

2 .0 日分 のパ ンとい う

・⑧⑲⑮ の役 とす る。
す る。

l

パ ンの生地 を も
2 .

しいで あろ う。

○ 児⑨は, 生地 の ま

○児② ③⑨は, 指 導
者が側 にい て言葉 か
けや援助 をす る。

2.0 児②③ ⑨ には , ま
って くる。

手　　　 に

ま食べ ようとす るで 意識を持 たせ るた め だ食 べ られ ない こと
あろ う。

○ 生地 のま までは食

にパ ンの生地を各 自

の容器 にいれてお く
よ うにす る。

を知 らせ, 触 った り
臭 いを嗅 いだ りす る

よ う指 導者が援助 す
ベ られ ない と言 うで ○ 生地 を手 で触 るた る。

ざ　　　 お あろ う (児⑲ ⑪⑫⑬ め手を清潔 にす る よ ○経験 の ある児⑲ ⑪
わ　　　 い ⑲ ⑬)

○ ドリールをぬ って

うに指示 す る。

3 .0 ドリールは, い く

⑫⑬⑲ ⑮か ら, 「焼
り

パ ンを焼 いて食
3 .

く」 とい うことを出
させ る よ う問 いかけ
る。

3.0 児⑫ ⑬→⑬⑮→ ⑲
ベ る。

ぬ ド　　　　 い オ

オ ーブ ンにいれ る こ つか の種 類の 中か ら ⑪→⑦ ⑧-ナ⑤⑥一→(彰
とが分か るであ ろ う それぞれ 児童が好 き ④ の順 に活動す る こ
(児①④⑤ ⑥⑦⑧⑲ な ものをぬ る よ うに とで下 学年 の児童 に

⑪ ⑫⑬⑲⑯ ) す る。 活動 の仕方 を分 か ら
○ 指導者 の援 助が あ ○ オく- ブンは時間 の せ る。

る リ　　 ′　れ l れ ば活動 で きるであ 始め に予 め温め てお ○児② ③⑨ は, 指導
】　　　 るブ ろ う (児②③ ⑨)

○縦 割 グル ープや学

く。 者が側 に いて, 言葉

ル　　　　　　　 こ/ 児童 が 自分 たちで かけ を した り援助 を
を　　　　　 に

食べ る

4 .　 パ ンを届け る。

特　　　 待

活動 で きるよ う材料
や用具 を準備 してお
く。
○ パ ンが焼 け てい く
様子を観察 で きるよ
う, 色 やにお いにつ

いて問 いかけ る。
4.0 パ ンが焼 け る間 に

す る。

4.0 児 ⑲⑫⑬⑲⑬ は,
年 でかかわ りの ある どの先生 に持 って行 新 しい グルー プや学
先生 の名前 をあげ る きたいか と問 いかけ 年 の先生方 の名前が
であろ う (児⑲⑫⑬ る。 出て くる よう問 いか
⑲⑮ ) ○先生方 の手が か り け る。

つ　　　　　　　つ と して, 教職員 の写 ○ 児④⑤⑥⑦⑧ ⑪ほ
て　　　　 て 真 カー ドを準備 して かか わ りのある先生
行　　　 行 お く。

5 .(⊃始 ま りと同様 , 毎

の名前が言 える よ う

く　　　 く 写 真 カー ドを手 がか

先　　　 場 りにす る。
生　　　 所

終 わ りの挨拶 を
5 .

○児 ⑨には , か かわ
りのあ る先生 の写真
を示 す。児①② ③ に

は, 学 級担任 の写真
を示す 。

す る。 時間位置 づけ る。

(7)評価

本単元における,各児童のパン工場見学による社会的認識・/くン作りの知識・技能・`態度,人と

のかかわりに関する評価は次のようである0

-148-



児　 章

①

○パン工場に大きな機械があり, 大きな音がしたことを話すことができる。

○パン作りの説明を注意して聞くことができ, パン作 りに興味を示すことができる。

○授業でかかわりのある指導者がわかる。

②

○パン工場見学のその場で, できてくるパンに注目することができる。

O 「パン」という言葉とパンを結びつけることができる。

○授業でかかわりのある指導者がわかる。

(診

○パン工場でもらったパンに興味を示す。

O 「パン」という言葉とパンを結びつけることができる。

○授業でかかわりのある指導者がわかる。

④

○パン工場に大きな機械があり大きな音がしたこと,たくさんのパンがあったことを覚えていて話すことができる。

○パンは, いろいろなものを入れて作ることがわかる。

○授業でかかわりのある指導者や縦割集団の指導者に作品などを見せに行くことができる。

⑤

○パン工場に大きな機械があり, たくさんパンがあったこと, トラックで運ぶことを話すことができる。

○パンは小麦粉, ノミタ一, ミルク, 砂糖, 塩, イーストを混ぜ, こねて作ることが言える。

○授業でかかわりのある指導者や縦割集団の指導者に作品などを一人で見せに行くことができる。

⑥

○ノミン工場に大きな機械があり, 大きな音がしたこと, たくさんのパンがあったことがわかる。

○パンは, いろいろなものを入れて作ることがわかる。

○授業でかかわりのある指導者や縦割集団の指導者に作品などを一人で見せに行くことができる。

⑦

○パン工場に大きな機械があり, 大きな音がしたこと, 働く人の服装について覚えていて話すことができる。

○/くンは小麦粉, バター, ミルクをまぜ, こねて作ることが言える。

○授業でかかわりのある指導者や縦割集団の指導者に作品などを一人で見せに行くことができる。

⑧

○パン工場には大きな機械があったこ.と, トラックで運ぶこと,たくさんのパンがあったことを話すことができる。

○パンは小麦粉, ノミタ一, ミルク, 砂糖, 塩, ドライイースト, 水をいれて作ることが言える。

○保健室, 事務室, 図書室の職員や縦割集団の指導者に作品などを一人で見せに行くことができる。

⑨

○パン工場見学のその場で, できてくるパンに注目することができる。

O 「パン」という言葉とパンをむすびつけることができる。

○授業でかかわりのある指導者, 日常生活でかかわりの深い教職員がわかる。

⑲

○パンは工場で作られ, その行程でたくさんの人が働いていることがわかる。

○パンを作る手順がわか り, 自ら進んで作業しようとする。

○縦割集団や学年でかかわったことのある指導者とかかわることができる。

0 104 を使って電話番号が調べられることがわかる。電話でものを尋ねる時の基本的態度が身についている。

⑪

○パンは工場で作られ, その行程でたくさんの人が働いていることがわかる。

○ノくンを作る手順が大まかにわかり, 自ら進んで作業しようとする。

○縦割集団や学年でかかわったことのある指導者とかかわることができる。

○電話の対応がていねいにできる。

⑫

○パンは工場で作られ, その行程でたくさんの人が働いていることがわかる。

○パンを作る手順がわかり, 自ら進んで作業しようとする。

○縦割集団や学年でかかわったことのある指導者とかかわることができる。

0 104 を使って電話番号が調べられることがわかる。電話でものを尋ねる時の基本的態度が身についている。

⑬

○パンは工場で作られ, その行程でたくさんの人が働いていることがわかる。

○パンを作る手順がわかり, 自ら進んで作業しようとする。

○縦割集団や学年でかかわったことのある指導者とかかわることができる。

0 104 を使って電話番号が調べられることがわかる。電話でものを尋ねる時の基本的態度が身についている。

⑲

○/くンほ工場で作られ, その行程でたくさんの人が働いていることがわかる。

○パンを作る手順がわかり, 自ら進んで作業しようとする。

○学校にいる教職員と積極的にかかわることができる。

0 104 を使って電話番号が調べられることがわかる。電話でものを尋ねる時の基本的態度が身についている。

⑮

○パンが工場で作られていることがわかる。工場には人が働いていることがわかる。

○パンを作るための材料がわかる。パンを作るための基本的作業がわかる。

○縦割集団や学年でかかわったことのある指導者とかかわることができる。

○電話番号を指示通 りに押すことができる。
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3.考察

総合学習のねらいに即して,個が生きる授業であったかどうか児童⑦,⑧,⑨を中心に考察して
いく。

(1)コミュニケーションについて

人とのかかわりを持つにあたって,物が介在しない状態で会話だけで行うことは,児童にとって

難しいことである。児童⑦は,かかわりを持ちたい,自分の気持ちを表現したいという意欲は持っ

ていたが,かかわりを持つきっかけがなかなかつかめなかったり,かかわりを持とうとする対象が

はっきりしていなかったりしていた。写真ニュースを読んでもらう,できたパンを食べてもらう,

パンを作る時に食べてもらう相手を考えて作る,といったかかわりを持つことのできる一連の流れ

の中で,かかわりの対象が学級担任と縦割り集団の指導者だけから授業でかかわりのある指導者へ

も広がっていった。児童⑧は,会話が非常にスムーズであるが,自分が今話したいという意識が強

く,「○○に話したい」という.ような会話の対象への意識は薄い。写真ニュース,パンという物が

介在しても学級担任以外の対象については,ほとんど意識されていないようであった。これは,よ

り多くの人とのコミュニケーションの場を持つ以前に,つながりの深い対象をはっきりとしぼって

いくことが必要であったと考えられる。児童⑨ほ,自分にかかわりのある指導者がわかりつつある

が,自分の方から積極的にかかわりを持つことは少ない。写真ニュースやパンは言葉かけによって,

自分がわかる指導者に渡すことができた。本児にとっては,物を介在としたかかわりを持つことだ

けでなく,日常的なかかわりの経験の積み重ねが大切であると思われる。

(2)生活経験の広がりについて

ノノくンを作るという活動には,材料がわかる,材料を量る,材料を混ぜてこねる,発酵させる,焼

くといった活動が含まれる。活動を行っていくには,その活動を表す言葉と実際の行動が結び付い

ていることが必要である。児童⑨ほ,「パン」という言葉とパンが結び付いている。また,パンを

焼いて食べる,焼くと熱いとしさったことを経験することができた。「混ぜる」「焼く」などといった

活動と言葉との結び付きは,本単元だけでなく,あらゆる場において獲得されていくものであると

考えられる。児童⑦,⑧は,パン工場見学やパン作りを通して,パンの材料となるものが正しく分

かるようになった。児童⑦の家庭からの連絡帳によると「家でもパンを作ることになり,計りを出

し,必要なものをそろえて(全部児童⑦が指示),今朝焼き上がりました。」と,家庭でも意欲的に

パンを作ることができた。また,児童⑦,⑧は,町でTパン工場のマークを見つけ,パン工場見学

のことを話すことがあった。これらは,パン工場の見学が児童の興味・関心を強くひくものであっ

たこと,そして,パン工場見学の印象の強いうちにパン作りの活動にはいっていったことが,見通

しを持って活動に取り組めるために有効であったことによるものであると考えられる。、また,でき

たパンを自分が食べるだけでなく,家族やかかわりのある指導者に食べてもらい,「おいしい」「よ

くできている」といった+の評価を多く得ることができたことも意欲の持続につながったと思われ

る。

4.まとめ

総合学習の活動は,日常の児童の生活にかかわる.部分が大きい。また,総合学習での活動の経験

は,生活の中で生かされてこそ児童の力として身についたといえる。すなわち,個が生きる授業の

めざす「生活力のある児童」を育てていくためには,児童の生活の経験を,内容を精選し評価の視

点を明確にして総合学習として構成し,そこで得た経験を日常の生活の場でも実践したり,児童の

生活の課題として捉えて実践し,それをまた総合学習として構成するといった繰り返しを行ってい

くことが必要であると思われる。

-150-




